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Ⅰ　福祉医療費（連記式）明細書等の様式変更及び電子請求（電子レセプトの請求）について
　１　福祉医療費（連記式）の様式について
　（１）　福祉医療費【連記式】請求総括表（11ページ参照）
　　　ア　「市町村名」欄を「保険者番号」欄に変更しました。
　　　イ　「記号」欄を削除しました。
　　　ウ　「区分」欄、「割合等」欄を「割合区分等」欄に変更しました。
　　　エ　注１を「表別欄は右表の番号を記載してください。」に変更しました。
　　　オ　「２　保険者番号欄は福祉医療費【連記式】請求書の保険者番号を記載してください。」を加え
　　　　ました。
　　　カ　注２の文中「割合等欄」を「割合区分等欄」に変更し、「老人医療受給者」と『「１割・２割・
　　　　３割」の』を削除し、注３に繰り下げました。
　　　キ　注３の文中「老人医療受給者の入院」を削除し、注４に繰り下げました。
　　　ク　注４を注５に繰り下げました。
　　　ケ　注５を削除しました。
　　　コ　注５の次の『 ※　注中の「老人医療受給者等」は平成２０年３月診療分以前の老人保健に係わ
　　　　る説明です。』を削除しました。
　　　※　総括表は、本会で印刷し配布します。

〈参考〉
　【旧様式】

　【新様式】ι ↓└₦
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「注」の表
　【旧様式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【新様式】

　（２）福祉医療費【連記式】請求書（12ページ参照）
　　　ア　区分欄を変更しました。
　　　イ　「1  保険者番号欄は福祉医療費を請求する市町村の市町村国保の保険者番号を記載してください。」
　　　　を加えました。
　　　ウ　注１を「表別欄は右表の番号を記載してください。」に変更し、注２に繰り下げました。
　　　エ　注２の文中「老人医療受給者」を削除し、注３に繰り下げました。
　　　オ　注３を削除しました。
　　　カ　注４の文中「老人医療受給者の入院」を削除しました。
　　　キ　注５の次の『 ※　注中の「老人医療受給者」は平成２０年３月診療分以前の老人保健に係わる
　　　　説明です。』を削除しました。
　　　※　請求書の版下は、本会で用意します。

〈参考〉
　【旧様式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【新様式】
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　（３）　福祉医療費【連記式】明細書（入院、入院外）（13・14ページ参照）
　　　ア　用紙の色を「ピンク」から「白」に変更しました。
　　　イ　入院の用紙下部の黒帯を削除しました。
　　　ウ　提出年月日「平成　　　年　　　月　　　日」を削除しました。
　　　エ　「割合」欄、「区分」欄を「割合区分」欄に変更しました。
　　　オ　「受給資格者証記号」欄を削除しました。
　　　カ　「受給資格者番号」欄の上に「公費負担者番号」欄を加えました。
　　　キ　「管掌別」欄を削除しました。
　　　ク　生年月日の元号「１明　２大」を削除しました。
　　　ケ　「医療保険の保険者番号」欄を加えました。
　　　コ　入院の欄外「注」について
　　　（ア）　注１の文中「割合欄と区分欄」を「割合区分欄」に変更し、「なお、区分欄の…囲んでくだ
　　　　　　さい。」を削除しました。
　　　（イ）　注３の文中「老人医療受給者」を削除しました。
　　　（ウ）　注４の文中「（国保）、区分Ⅱ・Ⅰ（老人）」を削除し、注５に繰り下げました。
　　　（エ）　注５の文中「及び老人保健の受給者」を削除し、注６に繰り下げました。
　　　（オ）　注６を削除しました。
　　　（カ）　注６の次の『 ※　注中の「老人医療受給者等」は平成２０年３月診療分以前の老人保健に
　　　　　　係わる説明です。』を削除しました。
　　　（キ）　注３の次に「４　医療保険の保険者番号欄は、福祉医療受給者が加入している医療保険の保
　　　　　　険者番号を記載してください。」を加えました。
　　　（ク）　注６の次に『７　自己負担限度額特例対象被扶養者等の請求については、備考欄に「高半」
　　　　　　を記載してください。』を加えました。
　　　（ケ）　注の表中「老人医療受給者」を削除しました。
　　　サ　入院外の欄外「注」について
　　　（ア）　注１の文中「割合欄と区分欄」を「割合区分欄」に変更し、「なお、区分欄の…囲んでく
　　　　　　ださい。」を削除しました。
　　　（イ）　注４の文中「（国保）、区分Ⅱ・Ⅰ（老人）」を削除し、注５に繰り下げました。
　　　（ウ）　注５を注６に繰り下げました。
　　　（エ）　注６の文中「及び老人保健の受給者」を削除し、注７に繰り下げました。
　　　（オ）　注７を削除しました。
　　　（カ）　注８を注９に繰り下げました。
　　　（キ）　注８の次の『 ※　 注中の「老人医療受給者等」は平成２０年３月診療分以前の老人保健に
　　　　　　係わる説明です。』を削除しました。
　　　（ク）　注３の次に「４　医療保険の保険者番号欄は、福祉医療受給者が加入している医療保険の保
　　　　　　険者番号を記載してください。」を加えました。
　　　（ケ）　注７の次に『８　自己負担限度額特例対象被扶養者等の請求については、備考欄に「高半」
　　　　　　を記載してください。』を加えました。
　　　（コ）　注の表中「老人医療受給者」を削除しました。
　　　　※　明細書は、本会で印刷し配布します。
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　２　福祉医療費（連記式）の記載方法等について
　（１）月遅れ請求、返戻明細書の再請求について
　　　ア　旧様式を使用しないで、新様式に記載してください。
　　　（ア）「公費負担者番号」欄に「受給資格者証記号」の２ケタを記載してください。
　　　（イ）「医療保険の保険者番号」欄に「管掌別」の保険者番号を記載してください。
　　　（ウ）「備考」欄に診療年月を記載してください。
　　　イ　平成２０年３月診療分以前の老人及び７０歳以上１割の請求の場合には、請求総括表・請求書・
　　　　明細書は旧様式で請求してください。
　（２）　 福祉医療費【連記式】明細書記載例
　　　ア　平成２１年７月診療分以前の請求
　　　　（平成２０年３月診療分以前の老人及び７０歳以上１割の場合を除く）
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　　　イ　入院外　子ども医療費受給者で６歳未満の場合

　　　ウ　入院外　公費５１番（特定疾患治療研究事業による医療の給付）との併用で、公費負担額が１割
　　　　を超える場合【請求点数　2，000点　　公費患者負担額　2，250円】
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　３　電子請求（電子レセプトの請求）について
　　福祉医療費（連記式）明細書の請求に関しましては請求事務の効率化を図るため、様式変更の時期に併
　せて従来の紙ベースの請求に加えて磁気媒体を使用した電子請求が可能となります。
　　主な概要は以下のとおりになりますが、詳細な事項につきましては現在調整中ですので後日御連絡申し
　上げます。									       

　（１）電子請求の方法
　　　磁気記憶ディスク（ＦＤ、ＣＤ等）による電子レセプトの請求
　　　ア　本会が提示する記録条件仕様に基づいたレセプトコンピュータによる請求
　　　イ　本会が提供する簡易入力用の電子レセプト作成ソフトウェアを使用し、必要項目を入力すること
　　　　での請求	
　　　　なお、電子レセプト作成ソフトウェアはＷindows上で作動するソフトウェアを想定しております。
　（２）記録条件仕様
　　　現在、本会において開発中です。決定次第、御連絡いたします。
　（３）実施時期
　　　平成２１年９月請求から実施いたします。（様式変更と同時期）

Ⅱ　福祉医療費併用明細書の請求について
　１　「公費負担者番号」欄に福祉医療費の公費負担者番号８桁を記載してください。
　２　１の公費負担者番号８桁で記載した場合には特記事項欄「８０福祉」の記載は不要になります。
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Ⅳ　本会ホームページへの掲載について
　　今回の号外及び様式例について、下記の本会ホームページに掲載いたします。

Ⅲ　レセプト電算処理システム参加保険医療機関等における診療報酬請求総括表及び
　　診療（調剤）報酬請求書の廃止について

　「保険医療機関又は保険薬局に係る電子情報処理組織等を用いた費用の請求に関する取扱要領」では、オ
ンライン請求又は光ディスク等を用いた請求いずれの場合についても、診療（調剤）報酬請求書は紙ではな
く請求書情報として記録することとなっているため、レセプト電算処理システム（オンライン請求を含む）
に参加している保険医療機関及び保険薬局（以下「保険医療機関等」という。）からの診療報酬請求総括表
及び診療（調剤）報酬請求書の廃止を下記のとおり実施することにいたしました。

記

１　実施時期
　平成２１年９月請求分から実施いたします。

２　診療報酬請求総括表及び診療（調剤）報酬請求書の添付が必要な場合
　（１）再請求レセプト
　（２）特別療養費レセプト
　（３）減免レセプト

３　その他
　（１）福祉医療費（連記式）の請求につきましては、電子請求（電子レセプトの請求）を行う保険医療機
　　　関等からの福祉医療費【連記式】請求総括表及び福祉医療費【連記式】請求書は廃止といたします。
　（２）途中福祉レセプトにつきましては、現行の紙請求から、レセプト電算処理システム（オンライン請
　　　求を含む）への請求に変更いたします。
　　　　　　　

　 ※　ホームページアドレス
『 h t t p : / / w w w . g u n m a k o k u h o . o r . j p 』
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〔参考〕

福祉医療費（連記式）の記載方法等について

　１　福祉医療費【連記式】請求の対象者
　（１）社保の被保険者等で福祉医療費の受給者
　（２）国保組合の被保険者等で福祉医療費の受給者
　（３）国保被保険者で福祉医療費の受給者が次に該当する場合　
　　　①　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以下「感染症法」という。）の対象
　　　　者で公費患者負担額がある者及び福祉分点数がある者
　　　②　障害者自立支援法（精神通院医療、更生医療、育成医療、療養介護医療）の対象者で公費患者負
　　　　担額がある者及び福祉分点数がある者
　　　③　肝炎治療の対象者で公費患者負担額がある者及び福祉分点数がある者
　　　④　特定疾患の対象者で公費患者負担額がある者及び福祉分点数がある者
　　　⑤　小児慢性の対象者で公費患者負担額がある者及び福祉分点数がある者
　　　⑥　児童福祉法（障害児施設医療）の対象者で公費患者負担額がある者及び福祉分点数がある者
　　　⑦　長期特定疾病の認定者で患者負担限度額に達した者（以下「◯」という。）
　　　⑧　国保の保険者と福祉医療費を請求する市町村国保が異なる者

　２　福祉医療費【連記式】請求総括表　 　
　（１）総括表の様式（11ページ参照）
　（２）総括表の記載方法等
　　　①　「平成　　年　　月分福祉医療費【連記式】請求総括表」欄は、診療等年月を記載する。
　　　②　「表別」欄は、該当する数字を記載する。（医科１、歯科３、調剤４、訪問６）
　　　③　「医療機関等コード」欄は、それぞれの医療機関等ごとに定められた医療機関等コード（７桁）
　　　　を記載する。
　　　④　「保険医療機関等の所在地及び名称、電話番号、開設者氏名」欄は、保険医療機関等指定申請の
　　　　際に関東信越厚生局長に届け出た所在地及び名称、電話番号、開設者氏名を記載する。
　　　⑤　保険者番号、割合区分等ごとに記載する。（更に「特」に該当する場合は、別行に記載する。）
　　　⑥　「保険者番号」欄は、福祉医療費を請求する市町村国保の保険者番号（６桁）を記載する。　
　　　⑦　「割合区分等」欄について
　　　　ア　「一般・７０歳以上２割・７０歳以上３割・６歳」の該当箇所を○で囲む。
　　　　イ　感染症法、障害者自立支援法（精神通院医療、更生医療、育成医療、療養介護医療）、肝炎治
　　　　　療、特定疾患、小児慢性、児童福祉法（障害児施設医療）、◯、高額（高齢受給者を除く。）
　　　　　及び在医管・在医総に係る請求については「一般・７０歳以上２割・７０歳以上３割・６歳」の
　　　　　該当箇所並びに「特」の２箇所を○で囲む｡
　　　⑧　「入・外」欄は、該当するものを○で囲む。
　　　⑨　「件数、点数」欄は、福祉医療費【連記式】請求書の「療養の給付」欄の件数、点数を記載する。
　　　⑩　「福祉医療費請求額」欄は、「高齢受給者の入院、特」該当の場合に福祉医療費【連記式】請求
　　　　書の福祉医療費請求額を記載する。

　３　福祉医療費【連記式】請求書
　（１）請求書の様式（12ページ参照）
　（２）請求書の記載方法等
　　　①　「平成　　年　　月分福祉医療費【連記式】請求書」欄は、診療等年月を記載する。
　　　②　「市町村名　　　　様」欄は、請求先市町村名を記載する。
　　　③　「保険医療機関等の所在地及び名称、電話番号、開設者氏名、印」欄は、保険医療機関等指定申
　　　　請の際に関東信越厚生局長に届け出た所在地及び名称、電話番号、開設者氏名を記載し押印する。
　　　④　「平成　年　月　日」欄は、提出年月日を記載する。
　　　⑤　「保険者番号」欄は、福祉医療費を請求する市町村国保の保険者番号（６桁）を記載する。
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　　　⑥　「医療機関等コード」欄は、それぞれの医療機関等ごとに定められた医療機関等コード(７桁)を
　　　　記載する。  　　　　　　　　
　　　⑦　「表別」欄は、該当する数字を記載する。（医科１、歯科３、調剤４、訪問６）
　　　⑧　「特」欄は、感染症法、障害者自立支援法（精神通院医療、更生医療、育成医療、療養介護医
　　　　療）、肝炎治療、特定疾患、小児慢性、児童福祉法（障害児施設医療）、◯、高額（高齢受給者を
　　　　除く。）及び在医管・在医総に係る請求について、「特」を○で囲む。
　　　⑨　「療養の給付」欄は、市町村別に「一般」、「７０歳以上２割」、「７０歳以上３割」及び「６
　　　　歳」ごとに明細書の件数、点数の合計を記載する。（更に「特」に該当する場合は、請求書を別に
　　　　作成し区分別に「特」の種類に拘わらず一括して記載する。)
　　　　　なお、「福祉医療費請求額」欄は、「高齢受給者の入院、特」該当の場合に請求金額の合計を記
　　　　載する。
　　　⑩　「食事療養」欄は、市町村別の区分ごとに食事療養の件数、標準負担額の合計を記載する。

　４　福祉医療費【連記式】明細書
　（１）明細書の様式（13・14ページ参照）
　（２）明細書の作成方法
　　　①　入院・入院外別に「割合区分」ごとに作成する。
　（３）明細書の記載方法等 
　　　①「割合区分」欄は、該当する割合区分を○で囲む。
　　　②「 特 略称等」欄は、次に該当する場合、当該法別番号等又は略称を記載する。

　　　③　「医療機関等コード」、「保険医療機関の所在地及び名称」欄は、診療報酬等明細書と同様に記
　　　　載する。
　　　④　「科別」欄は、該当する文字を○で囲む。
　　　⑤　「平成　　年　　月分福祉医療費【連記式】明細書」欄は、診療等年月を記載する。
　　　⑥　「　　　　　　市町村長様」欄は、請求先市町村名を記載する。
　　　⑦　「公費負担者番号」欄は、福祉医療費受給資格者証の公費負担番号(８桁)を記載する｡
　　　⑧　「受給資格者番号」欄は、福祉医療費受給資格者証の受給資格者番号(７桁)を記載する。
　　　⑨　「受給者氏名・性別・生年月日」欄は、受給者氏名・生年月日を記載し、性別・元号は該当する
　　　　ものを○で囲む。
　　　⑩　「点数」欄について　　　　　　
　　　　ア　療養の給付に係る点数を記載する。なお、感染症法及び障害者自立支援法の精神通院医療にお
　　　　　いて、療養の給付に係る点数と公費負担点数が異なる場合は、上段に公費対象点数を記載し、感
　　　　　染症法及び障害者自立支援法の精神通院医療以外において、療養の給付に係る点数と公費負担点
　　　　　数が異なる場合は、上段に福祉対象点数（総点数から公費対象点数を差し引いた点数）を記載
　　　　　する。
　　　　イ　訪問看護療養費については、請求金額を記載する。
　　　⑪　「福祉医療費請求額」欄は、高齢受給者の入院及び「特」該当の場合に請求金額を記載する。
　　　⑫　「食事回数」欄は、食事療養に係る回数を記載する。
　　　⑬　「食事標準負担額」欄は、食事療養標準負担額を記載する。
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　　　⑭　「医療保険の保険者番号」欄は、福祉医療受給者が加入している医療保険の保険者番号を記載
　　　　する。
　　　⑮　「合計」欄は、点数、福祉医療費請求額、食事回数、食事標準負担額の合計をそれぞれ記載
　　　　する。
　　　　なお、点数が２段となる場合は、療養の給付に係る点数の合計を記載する。
　　　⑯　「備考」欄は、次のとおり記載する。
　　　　ア　市町村民税非課税世帯の場合は◯と記載し、１年間に同一世帯で４回以上高額療養費の支給を
　　　　　受けた場合は◯と記載し、市町村民税非課税世帯で１年間に同一世帯で４回以上高額療養費の支
　　　　　給を受けた場合は、◯ ◯と記載する。
　　　　イ　月遅れの場合は、診療等年月を記載する。
　　　　ウ　旧総合病院においては、診療科を記載する。
　　　　エ 在医管・在医総に係る請求について、減額認定証の適用区分欄Ⅱ・Ⅰに該当する者は「Ⅱ」・
　　　　　「Ⅰ」を記載する。
　　　　オ　平成２０年１２月診療分以前の７０歳以上の高齢者で、自己負担限度額「一般」適用経過措置
　　　　　対象者の福祉医療費請求額が自己負担限度額となる場合は、備考欄に「経過」と記載する。
　　　　カ　◯に該当し、７０歳未満の上位所得者については、「長２」と記載する。
　　　　キ　自己負担限度額特例対象被扶養者等の請求については、「高半」を記載する。
　　　　ク  保険薬局において、同一受給者が複数の医療機関からの処方を受けた場合、それぞれの医療機
　　　　　関名又は「複処あり」を記載する。
　　　　ケ　障害者自立支援法の厚生医療の対象者で◯に該当した場合、○略称等欄に「０２」、備考欄に
　　　　　は「１５」を記載する。
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